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3月定例会では、議員提出議案の可
決により、6件の意見書を関係機関へ
送付しました。（要旨掲載）

3
月
定
例
会
で
は
、
請
願
6
件
を
新
た
に
受
理
し
、
継
続
審
査
分
の
請
願

14
件
と
あ
わ
せ
て
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
8
件
を
採
択
、
1
件
を
不
採

択
、
11
件
を
継
続
審
査
と
し
ま
し
た
。

陳
情
に
つ
い
て
は
1
件
を
新
た
に
受
理
し
、
全
議
員
及
び
執
行
機
関
に
陳

情
書
の
写
し
を
配
付
し
ま
し
た
。

採
択
し
た
請
願
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
意
見
書
の
提
出
を

伴
う
請
願
4
件
に
つ
い
て
は
、
意
見
書
欄
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

3
月
定
例
会
で
は
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
新
年
度
に
向
け
た
市
政
へ

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
活
発
な
議

論
が
さ
れ
ま
し
た
。

議
会
へ
の
関
心
と
親
し
み
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
わ
か
り
や

す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

お
気
づ
き
の
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

議
会
事
務
局
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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え
を
機
に
し
た
敷
地
の
売
却
を
む
や

み
に
行
う
こ
と
な
く
、
公
共
住
宅
の

建
設
と
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
活

用
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
、
国
土
交
通
大
臣

あ
て平

成
9
年
4
月
、
政
府
は
ご
み
の

減
量
を
目
指
し
て
容
器
包
装
リ
サ
イ

ク
ル
法
を
施
行
し
ま
し
た
。

地
方
自
治
体
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
の
約
7
割
を
占
め
る
収
集
・
分

別
・
保
管
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
分
別

収
集
に
積
極
的
に
取
り
組
む
地
方
自

治
体
の
財
政
を
圧
迫
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
は
、
循
環
型
社
会

形
成
推
進
基
本
法
の
趣
旨
と
も
矛
盾

し
て
お
り
、
趣
旨
に
沿
っ
て
さ
ま
ざ

ま
な
規
制
的
手
法
等
を
盛
り
込
む
視

点
も
不
可
欠
で
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
て
、
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
を

改
正
し
、
収
集
・
分
別
・
保
管
の
費

用
を
製
品
の
価
格
に
含
め
、
ま
た
リ

デ
ュ
ー
ス
、
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク

ル
の
優
先
順
位
で
推
進
す
る
た
め
の

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
盛
り
込
む
こ
と

を
要
望
し
ま
す
。

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
、
農
林
水
産
大
臣
、
経

済
産
業
大
臣
、
環
境
大
臣
あ
て
　

東
京
都
は
10
月
に
第
二
次
財
政
再

建
推
進
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
各
種
補

助
金
負
担
率
の
高
率
な
も
の
を
挙
げ
、

見
直
し
を
示
し
ま
し
た
。
現
段
階
で

の
補
助
率
見
直
し
は
、
心
身
障
害
者

（
児
）
通
所
訓
練
等
事
業
な
ど
本
市

の
財
政
を
さ
ら
に
圧
迫
す
る
だ
け
で

な
く
、
当
該
施
設
の
運
営
を
圧
迫
し
、

心
身
障
害
者
（
児
）
へ
の
支
援
の
水

準
を
保
て
な
く
な
り
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
市
の
障
害

者
福
祉
の
水
準
を
保
ち
、
だ
れ
も
が

住
み
よ
い
町
に
し
て
い
く
た
め
に
、

心
身
障
害
者
（
児
）
通
所
訓
練
等
事

業
な
ど
都
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
市

民
の
声
、
補
助
対
象
事
業
の
実
態
、

取
り
巻
く
環
境
を
十
分
踏
ま
え
、
補

助
率
見
直
し
を
行
わ
な
い
こ
と
を
求

め
ま
す
。

東
京
都
知
事
あ
て

浜
岡
原
発
震
災
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
を
求
め
る

意

見

書

私
道
上
の
防
犯
灯
の

維

持

費

用
（請願）

鷹

の

台

駅

東

口

の

開

設

等
（請願）

宅
地
開
発
に
関
す
る

小
平
市
指
導
要
綱
の
条
例
化
（請願）

侵
入
窃
盗
や
放
火
な
ど
の
大
部
分

は
夜
間
に
発
生
し
て
お
り
、
事
件
予

防
の
意
味
か
ら
も
防
犯
灯
の
役
割
は

非
常
に
重
要
で
す
。

私
道
上
の
防
犯
灯
は
電
気
代
等
の

一
部
を
市
が
負
担
し
、
残
り
の
経
費

は
各
自
治
会
が
負
担
し
て
い
ま
す
。

市
民
生
活
の
安
全
の
基
本
部
分
が
、

我
々
の
納
め
る
税
金
で
全
面
的
に
賄

わ
れ
て
い
な
い
事
実
は
驚
き
で
す
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
事
項

宅
地
開
発
等
に
当
た
り
、
市
の
各

指
導
要
綱
で
は
十
分
な
規
制
が
で
き

ず
、
乱
開
発
な
ど
で
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。
各
指
導
要
綱
を
条
例
に
格

上
げ
し
て
指
導
徹
底
を
図
り
、
希
望

あ
ふ
れ
る
未
来
の
小
平
市
へ
の
布
石

を
打
っ
て
ほ
し
い
と
熱
望
し
ま
す
。

以
上
の
理
由
に
よ
り
、
次
の
事
項

に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

小
平
市
宅
地
開
発
指
導
要
綱
、

小
平
市
建
築
物
建
築
指
導
要
綱
の
条

例
化
を
求
め
、
当
面
緊
急
を
要
す
る

以
下
の
条
例
化
等
を
求
め
ま
す
。

(1)

1
戸
当
た
り
の
敷
地
面
積
の

最
低
限
度

（2）

緑
化
率
6
％
の
確
保

（3）

建
物
の
高
さ
制
限

請
願
者
　
上
水
南
町
三
丁
目
　

沖
電
気
研
修
所
跡
地
周
辺
住
民
の
会

会
長
　
萱
場
道
之
輔
　
外
5
人

通
常
学
級
に
在
籍
す
る
肢
体
不
自
由
児
の

豊

か

な

発

達

保

障

（請願）

小
平
市
で
は
肢
体
不
自
由
児
の
多

く
は
養
護
学
校
へ
進
ん
で
い
ま
す
が
、

通
常
の
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

る
子
ど
も
も
い
ま
す
。

安
心
し
て
肢
体
不
自
由
児
を
通
常

学
級
に
通
わ
せ
る
た
め
に
、
行
政
側

か
ら
の
人
的
支
援
制
度
を
早
期
に
確

立
す
る
よ
う
、
以
下
の
事
項
に
つ
い

意
見
書
と
は
、
市
な
ど
地
方
公
共

団
体
の
公
共
の
利
益
に
関
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の
意
思
を

意
見
と
し
て
ま
と
め
、
国
会
ま
た
は

関
係
行
政
庁
に
文
書
で
提
出
す
る
も

の
で
あ
り
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

に
つ
い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

防
犯
灯
の
日
常
の
点
検
、
維
持

管
理
に
必
要
な
修
理
依
頼
は
各
自
治

会
が
従
来
ど
お
り
担
当
す
る
の
で
、

私
道
上
の
防
犯
灯
の
維
持
管
理
の
費

用
は
、
市
の
負
担
を
可
能
な
限
り
増

額
す
る
と
と
も
に
、
安
定
的
な
防
犯

灯
の
維
持
管
理
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
花
小
金
井
南
町
三

丁
目
　
長
久
保
自
治
会
　
副
会
長

防
犯
担
当
　
山
城
誠
一

て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
通

う
す
べ
て
の
肢
体
不
自
由
児
の
保
護

者
・
関
係
者
の
意
見
を
丁
寧
に
聞
い

て
、
必
要
な
場
合
は
日
常
の
学
校
生

活
に
も
介
助
員
を
つ
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

2

小
・
中
学
校
の
通
常
学
級
に
進

学
を
希
望
す
る
肢
体
不
自
由
児
と
そ

鷹
の
台
駅
東
側
地
域
居
住
者
等
が
、

駅
の
利
便
化
対
策
と
し
て
東
側
出
入

り
口
の
開
設
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

小
平
市
と
西
武
鉄
道
の
連
携
に
よ
り
、

鷹
の
台
駅
改
良
計
画
が
1
日
も
早
く

着
手
さ
れ
る
よ
う
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
請
願
い
た
し
ま
す
。

1

鷹
の
台
駅
東
改
札
口
開
設
と
駅

構
内
及
び
駅
周
辺
を
含
め
た
階
段
通

路
等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て

西
武
鉄
道
と
協
議
を
行
い
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
・
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
な
ど
施

設
の
設
置
に
向
け
継
続
努
力
を
し
て

く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
津
田
町
一
丁
目

近
い
将
来
、
起
き
る
可
能
性
が
非

常
に
高
い
と
さ
れ
て
い
る
の
が
、
東

海
地
震
で
す
。
そ
の
震
源
域
と
言
わ

れ
る
土
地
の
中
心
に
、
浜
岡
原
子
力

発
電
所
5
基
が
あ
り
ま
す
。

突
然
の
大
震
災
に
よ
り
浜
岡
原
発

で
事
故
が
起
き
、
放
射
能
が
排
出
さ

れ
れ
ば
、
風
向
き
に
よ
っ
て
は
、
こ

の
小
平
市
も
被
害
を
こ
う
む
る
可
能

性
は
大
変
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
危
険
か
ら
市
民
を
守
る
た
め

に
は
、
地
震
が
起
こ
る
前
に
対
応
を

考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
中
部
電
力

株
式
会
社
に
対
し
、
原
発
震
災
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の

多
様
化
を
一
層
進
め
、
浜
岡
原
発
に

頼
ら
な
い
電
源
構
成
の
検
討
を
進
め

る
よ
う
勧
告
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

経
済
産
業
大
臣
あ
て

小
泉
内
閣
が
2
月
の
閣
議
で
決
定

し
、
国
会
に
提
出
し
た
年
金
改
革
法

案
は
、
保
険
料
の
値
上
げ
な
ど
、
一

層
国
民
生
活
を
苦
し
め
る
内
容
で
あ

り
、
年
金
へ
の
信
頼
を
失
わ
せ
る
も

の
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

公
的
年
金
制
度
に
対
す
る
国
民
の

信
頼
を
回
復
し
、
制
度
基
盤
の
安
定

化
を
図
る
こ
と
は
緊
急
の
課
題
で
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
政
府
に
対

し
、
以
下
の
施
策
を
講
じ
る
よ
う
強

く
要
請
し
ま
す
。

1

基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
を

3
分
の
1
か
ら
2
分
の
1
へ
と
早
急

に
引
き
上
げ
る
こ
と
。

2

少
子
化
対
策
に
本
腰
を
入
れ
年

金
の
空
洞
化
を
と
め
る
と
と
も
に
、

保
険
料
負
担
と
給
付
水
準
に
つ
い
て
、

年
金
受
給
者
の
み
な
ら
ず
国
民
生
活

の
実
態
を
踏
ま
え
、
巨
額
の
積
立
金

を
適
切
に
運
用
し
、
安
心
と
信
頼
の

持
て
る
年
金
制
度
の
確
立
を
図
る
こ

と
。内

閣
総
理
大
臣
あ
て

国
民
健
康
保
険
事
業
は
、
保
険
税

の
引
き
上
げ
等
に
よ
っ
て
も
事
態
の

改
善
は
望
め
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

加
入
者
が
国
民
の
3
割
を
占
め
、

高
齢
者
、
失
業
者
な
ど
の
た
め
、
財

政
基
盤
も
脆
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

実
情
に
見
合
っ
た
国
に
よ
る
抜
本
的

な
早
期
の
改
善
策
が
長
く
求
め
ら
れ

て
き
て
い
ま
す
。

本
市
議
会
は
、
政
府
が
改
め
て
こ

の
現
状
を
直
視
し
、
当
面
次
の
事
項

の
改
善
措
置
を
速
や
か
に
講
ず
る
よ

う
強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

1

市
町
村
国
民
健
康
保
険
事
業
へ

の
国
庫
負
担
率
を
早
期
に
引
き
上
げ

る
な
ど
、
健
全
な
運
営
の
た
め
に
国

庫
負
担
制
度
の
抜
本
的
改
善
を
図
る

こ
と
。
ま
た
、
薬
価
基
準
の
一
層
の

改
善
を
図
る
こ
と
。

2

予
防
医
療
を
重
視
し
、
保
健
事

業
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

内
閣
総
理
大
臣
、
財
務
大
臣
、
厚

生
労
働
大
臣
あ
て

都
市
基
盤
整
備
公
団
は
、
新
た
に

設
立
さ
れ
る
独
立
行
政
法
人
都
市
再

生
機
構
へ
引
き
継
が
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
居
住
の
安
定
等
に
対

し
て
不
安
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
本
市
議
会
は
、
以
下
の
点

に
つ
き
要
望
い
た
し
ま
す
。

1

公
団
住
宅
を
独
立
行
政
法
人
都

市
再
生
機
構
に
引
き
継
ぐ
に
当
た
り
、

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
法
に

対
す
る
衆
参
両
院
国
土
交
通
委
員
会

の
附
帯
決
議
事
項
を
全
面
的
に
実
現

し
、
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
公

共
住
宅
を
良
好
に
存
続
さ
せ
、
公
団

住
宅
居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
図
る

よ
う
努
め
る
こ
と
。

2

都
市
基
盤
整
備
公
団
と
独
立
行

政
法
人
都
市
再
生
機
構
は
、
現
行
の

家
賃
制
度
と
改
定
ル
ー
ル
を
見
直
し
、

高
齢
者
世
帯
・
子
育
て
世
帯
を
初
め

居
住
者
の
居
住
の
安
定
を
図
る
家
賃

制
度
を
確
立
し
、
高
い
家
賃
を
引
き

下
げ
、
空
き
家
の
減
少
に
努
め
る
こ

と
。

3

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

は
既
存
住
宅
の
建
て
か
え
に
つ
い
て
、

戻
り
入
居
者
が
住
み
続
け
ら
れ
る
家

賃
設
定
を
行
う
と
と
も
に
、
建
て
か

津
田
町
自
治
会
　
佐
藤
正
一
　
外
5

千
2
百
93
人

の
保
護
者
の
意
思
を
損
な
う
こ
と
が

な
い
よ
う
配
慮
し
、
入
学
前
後
に
わ

た
っ
て
の
支
援
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し

て
く
だ
さ
い
。

請
願
者
　
小
平
市
栄
町
二
丁
目

通
常
学
級
に
通
う
肢
体
不
自
由
児
を

支
援
す
る
会
・
ト
ビ
ア
ス
の
輪

代
表
　
岩
田
　
香
　
外
1
万
3
千
3

百
61
人

開会時刻は原則として午前９時、場所は市役所７階 

5月18日 （火） 総務委員会 

5月19日 （水） 生活文教委員会 

5月20日 （木） 厚生委員会 

5月21日 （金） 建設委員会 

5月25日 （火） 請願・陳情締め切り（午前中） 

6月  8日 （火） 6月定例会本会議（初日） 

6月  9日 （水） 6月定例会本会議（一般質問） 

6月10日 （木） 6月定例会本会議（一般質問） 

6月11日 （金） 6月定例会本会議（一般質問） 

6月15日 （火） 総務委員会 

  請願・陳情締め切り（午前中） 

6月16日 （水） 生活文教委員会 

6月17日 （木） 厚生委員会 

6月18日 （金） 建設委員会 

6月22日 （火） 都市基盤整備調査特別委員会 

6月25日 （金） 産業活性化調査特別委員会 

6月29日 （火） 6月定例会本会議（最終日） 

▼

東
口
開
設
が
望
ま
れ
る

鷹
の
台
駅

▼

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
選
別
作
業

（
小
平
市
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
）

安
定
し
た
公
的
年
金
制
度
の

確
立
等
に
関
す
る

意

見

書

居
住
の
安
定
を
図
り
、

国
会
決
議
の
全
面
実
現
を

求

め

る

意

見

書

国
民
健
康
保
険
制
度
の

抜
本
的
な
改
善
を

求
め
る
意
見
書

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
の

見
直
し
を
求
め
る

意

見

書

心
身
障
害
者
（
児
）

通
所
訓
練
等
事
業
等
の

補
助
率
見
直
し
案
に
関
す
る

意

見

書


